
第２四半期決算説明会

時代にまっすぐ、技術にまじめです。

【ご注意】

本資料には、将来の業績に関する記述が含まれております。こうした記述は将来の業績を保証するものではなくリスクと不確実性を内包するものであります。

将来の業績は、経営環境の変化等に伴い、本資料の予想数値とは異なる可能性があります。
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決算概要 （連結）
【2016年3月期 第2四半期決算概要】

１

（単位：億円）

2014/9
実績

2015/9
実績

前期比
（％）

受注高 378.5 358.6 △5.3%

売上高 281.0 272.5 △3.0%

営業利益 △9.7 △5.3 －

経常利益 △7.5 △3.3 －

親会社株主に帰属
する四半期純利益 △4.9 △2.7 －

2016/3
計画
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第5次中計3カ年
各年度目標値
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■ 受注高・売上高ともに概ね計画通りに進捗中

■ 利益は前期比改善、各種施策の強化を図り通期目標達成を目指す



受注高 分野別・顧客別 （連結）
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【2016年3月期 第2四半期決算概要】

＊受注高その他はグループ会社の受注高

■ 利益率向上を目指し、LCトータルソリューション（※）営業を展開
■ 空調・衛生・電気の各分野をバランス良く受注

分野別受注高 顧客別受注高

２

378 378 358358

※建物ライフサイクル全般に亘るサービスの拡大により、多様化・高度化・複合化するお客様のニーズに対応し、ベストパートナーの関係構築を目指すこと



売上高 分野別・顧客別 （連結）
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（単位：億円）

【2016年3月期 第2四半期決算概要】

＊売上高その他はグループ会社の売上高

■ 顧客別ではＮＴＴグループが前期からの繰越工事高増加等により伸長

281

分野別売上高 顧客別売上高

３

281 272



■ LCトータルソリューション営業の推進・原価縮減・販管費削減の徹底等
により、利益率は改善

損益計算書 （連結）
2016年3月期 第2四半期決算概要

2014/9
実績

2015/9
実績

売上高 281.0 272.5

売上原価 258.2 245.7

売上総利益 22.8 26.7

売上総利益率 8.1% 9.8%

販管費 32.5 32.1

営業利益 △9.7 △5.3

営業外収支 2.1 2.0

経常利益 △7.5 △3.3

特別損益 0 0

法人税等 △2.6 △0.6

親会社株主に帰属する
四半期純利益 △4.9 △2.7

（単位：億円）

４



株主配当金

株主還元施策の状況
【2016年3月期 第2四半期決算概要】

自己株式の取得

株主配当については、“より安定的な株主還元”の観点より、
連結ベースでの純資産配当率（DOE）に着目し実施

【基 本 方 針】

 自己株式の取得は、株主還元の一環として引き続き機動的に取り組む

 年間取得枠 50万株 7.5億円

 上半期取得実績 45.5万株 7.2億円
（進捗率） （91.1％） （97.2％）

【基 本 方 針】

【実績・計画】

５

【2016年3月期】
純資産配当率（DOE）を1.8％から2.1％のベースへ引き上げ
年間配当金40円（中間・期末とも１株当たり20円とし、2015月3月期比8円増配)
本方針により中間配当金は1株当たり20円を実施

50万株 8億円
21.2万株 3.4億円
（42.4％） （42.4％）



第5次中期経営計画と
上半期の実施状況

【第5次中期経営計画 ２０１４年４月～２０１７年３月】

最終年度2016年7月は日比谷グループ創業５０周年



第５次中期経営計画（2014.4～2017.3） ①

６

基 本 方 針

お 客 様 の ニ ー ズ に ワ ン ス ト ッ プ で 応 え る 「総合エンジニアリングサービス企業」 へ 飛 躍

L C ト ー タ ル ソ リ ュ ー シ ョ ン の 実 現

< 基 本 戦 略 >大きな
トレンド

 ア ラ イ ア ン ス の 積 極 活 用

 ソ リ ュ ー シ ョ ン 営 業 の 深 化  ソ リ ュ ー シ ョ ン 技 術 高 度 化

 グ ル ー プ シ ナ ジ ー 追 求

経 営 基 盤 の 強 化

 情報・ノウハウの蓄積・活用  グ ル ー プ 経 営 一 体 化

 ｺｽﾄ･ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ追求､施工の効率化  人材の育成・高度化、安全・高品質の追求

安 心 ・ 安 全 な 経 営

 CSRの充実・
コンプライアンスの遵守

 株主還元拡充  従業員満足度向上

エネルギー

ＩＣＴ/スマート

ＢＣＰ/防災

グローバル

当社の強み

エ ネ ル ギ ー ・
スマート技術
の 蓄 積

ソリューション
提 案 力
の 向 上

コンサルから
保 守 ま で の
ﾊﾞﾘｭｰﾁｪー ﾝ充実

B C P ・
安 全 ・ 品 質

注 力 領 域 で の 受 注 拡 大



【 構 築 段 階 】

■ 実 施 設 計

■ 施 工 効 率 化 ・ 省 力 化

■ 設 備 導 入 （ 新 設 ・ 更 新 ）

『 グ ル ー プ シ ナ ジ ー 追 求 』 に よ る “ Ｌ Ｃ ト ー タ ル ソ リ ュ ー シ ョ ン ” の 実 現

日比谷通商

商社

空 調 ・ 衛 生 ・ 電 気
設 備 機 器 販 売 等

ニッケイ

ﾒｰｶｰ

入 退 出 管 理 ｼ ｽ ﾃ ﾑ
防 災 機 器 製 造 等

HITｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

ﾌﾟﾗﾝﾄｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

生 産 設 備
設 計 施 工 ・ 保 守 管 理
（ 製 薬 ・ 食 品 工 場 等 ）

連 結 子 会 社

日比谷総合設備グループ

セキュリティー
(NASCA)

生産設備の
保守・管理

設備機器販売
(空調機・盤等)

資機材再利用
(ﾌﾛﾝｶﾞｽ回収等)

生産設備の
調査・診断・企画

防災機器
(ダンパー)

小修繕
(電気工事)

７

空調機器の
ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

ｴﾈﾙｷﾞｰ
見える化・制御

(BEMS)

第５次中期経営計画（2014.4～2017.3） ②

（P21ご参照）

【 企 画 段 階 】

■ 各 種 調 査 ・ 診 断 ・ コ ン サ ル

■ 計 画 立 案 ・ 簡 易 ﾓ ﾆ ﾀ ﾘ ﾝ ｸ ﾞ

■ 補 助 金 活 用 ・ 概 算 提 案

【 維 持 ・ 管 理 段 階 】

■ 運 用 改 善 ・ チ ュ ー ニ ン グ

■ 定 期 点 検 ・ 保 守

■ ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト 削 減

（P19ご参照） （P18ご参照） （P18ご参照）



▷注力領域での受注拡大

〔基本戦略〕 ＬＣトータルソリューションの実現

8

【 注力領域 】
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目標

580
【 注 力 領 域 受 注 額 の 推 移 】

570

443

355

276

第4次中期経営計画期間

生産/物流

教育

ヘルス・ケア
（医療福祉）

ﾃﾞｰﾀｾﾝﾀ/情報

オフィス
上期
実績

306

■注力領域での受注は順調に推移し“ｵﾌｨｽ”並びに“生産/物流”は前期比増加



」

〔基本戦略〕 ＬＣトータルソリューションの実現

ＬＣトータルソリューション営業の実績

具体的な取り組み

９

▷ソリューション営業の深化

受 注 総 額 （ 上 期 3 5 8 億 円 ） の 8 0 ％ を Ｌ Ｃ ﾄ ｰ ﾀ ﾙ ｿ ﾘ ｭ ｰ ｼ ｮ ﾝ 案 件 で 確 保

【“既存施設の有効活用”に向けたソリューション提案】

■適確な劣化診断から病院の設備中長期計画へ参画（P10ご参照）

■ﾘﾆｭｰｱﾙ技術を活かした「オフィスビル⇒ホテル」へのｺﾝﾊﾞｰｼﾞｮﾝ提案

【様々な企業とのアライアンス】

■NTTｸﾞﾙｰﾌﾟ会社のBEMS （※）に当社製品を組込み大手地銀へ導入

■リーススキームを活用したビジネス拡大（P13ご参照）

▷熱源更改、ｾｷｭﾘﾃｨｼｽﾃﾑ、太陽光発電、LED照明 等

【NTTグループ各社へのLCトータルソリューション提案】

■当社実施の工事情報等をデータベース化で社内共有し適確な提案を展開

※Building Energy Management System、ICTを駆使し、ﾋﾞﾙの電力量・温湿度の測定及び空調・照明機器等の効率的な制御管理を図るｼｽﾃﾑ

■エネルギー・スマート等提案、種々のアライアンス等によるＬＣトータルソリューション営業展開

（P12ご参照）

（P14ご参照）

（P11ご参照）

企画・設計 新設
運用・

メンテナンス
改修

エネルギー

ＩＣＴ
スマート

防災
ＢＣＰ

その他

建　物　の　ラ　イ　フ　サ　ク　ル

ソリューション
建物ライフサイクル

全般にわたり

付

加

価

値

の

高

い

最

適

解

高付加価値ビジネスの

拡大で

『着実な収益確保』



１ ． “ 既 存 建 物 の 有 効 活 用 ” に 向 け た ソ リ ュ ー シ ョ ン 提 案

〔基本戦略〕 ＬＣトータルソリューションの実現
▷ソリューション営業の深化

１０

総 合 病 院 Ａ

日 比 谷 総 合 設 備

■総合病院Ａへの劣化診断実施から、設備中長期計画へ参画

■病院の建物は

竣工後20年で

設備実態が未把握

■中長期計画策定課
題

相
談
・
依
頼

※プロパティマネジメント⇒建物の維持・管理等、不動産に関する資産管理業務

全 国 へ
水 平 展 開

設備データ

設備現状把握

データ解析

報告

当 社 劣 化 診 断 の 内 容

■ 物 理 劣 化 と 機 能 劣 化 か ら 5 段 階 評 価
▶マトリクスで評価し更新・整備時期を明示

■ 経過年数比較表により更新時期把握をサポート

■ 設備更新概算と劣化順位を視覚的に平易な一覧化
▶設備中長期計画に有益

■ 劣 化 状 況 把 握

■中長期計画策定

に 有 効

Ｐ

Ｍ

会

社

（※）

■設備の

劣化診断実施

高評価 Ｌ Ｃ ト ー タ ル
ソ リ ュ ー シ ョ ン
展 開

・診断ツール

・診断実績

・ＰＭ会社と連携

中 長 期 計 画
に 基 づ く
リ ニ ュ ー ア ル

診断実績を
ベースに対応

（取り組み事例①）



〔基本戦略〕 ＬＣトータルソリューションの実現
▷ソリューション営業の深化

１１

イ ン バ ウ ン ド（※②） 増

▷ ホ テ ル ニ ー ズ 拡 大

環 境 配 慮

▷ 脱 ス ク ラ ッ プ ＆ ビ ル ド
※②海外より日本を訪れる外国人観光客等

同 様 の ﾌ ｫ ｰ ﾒ ｰ ｼ ｮ ﾝ に よ る 更 な る 波 及 ・ 拡 大 が 期 待

▷既 存 建 物 の 構 造 ・ 設 備 を 最 大 限 に 活 用

▷ 配 管 ・ ダ ク ト 等 の 効 果 的 効 率 的 な 設 置 計 画

築 年 数 を 経 た オ フ ィ ス ビ ル
か ら ビ ジ ネ ス ホ テ ル へ

２ ． “ 既 存 建 物 の 有 効 活 用 ” に 向 け た ソ リ ュ ー シ ョ ン 提 案

■世の中のﾆｰ ｽ ﾞ・ﾘ ﾆ ｭ ｰ ｱ ﾙ技術を活かしたｺﾝ ﾊ ﾞ ｰ ｼ ﾞ ｮ ﾝ （ ※ ① ）提案

大 手 Ｐ Ｍ 会 社

【現状】

▶全国に多数の不動産

を 運 営 ・ 管 理 ・ 保 有

【ニーズ】

▶既存施設の有効活用

日比谷総合設備

ゼ ネ コ ン A 社
高 評 価 に よ り 工 事 特 命 受 注

調 査 ・ 診 断 に 基 づ き ｺ ﾝ ﾊ ﾞ ｰ ｼ ﾞ ｮ ﾝ を 提 案

某 ｵ ﾌ ｨ ｽ ﾋ ﾞ ﾙ の 活 用 に つ い て 相 談 ・ 依 頼

※①建物等の用途変更

連 携

「 家 電 量 販 店 ビ ル 」 の ホ テ ル へ の コ ン バ ー ジ ョ ン 案 件 等 も 進 行 中

Ｐ ｏ ｉ ｎ ｔ

【リニューアル】

・豊 富 な 実 績

・高 い 技 術

ス ピ ー ド ・ コ ス ト 重 視

（取り組み事例②）



▷ソリューション営業の深化

12

〔基本戦略〕 ＬＣトータルソリューションの実現

ＮＴＴグループとのアライアンス（Smart-Save をNTTｸﾞﾙｰﾌﾟ会社のBEMSに組み込み大手地銀へ導入）

Ｎ Ｔ Ｔ グ ル ー プ A 社

地 方 銀 行 Ｂ

【ニ ー ズ】

■ 銀 行 に お け る

節 電 ・ 省 エ ネ

■ 地 域 顧 客 の

節 電 ・ 省 エ ネ

ニーズへの対応
〔 連 結 子 会 社 〕

日 比 谷 通 商

Ａ 社 の Ｂ Ｅ Ｍ Ｓ

S m a r t - S a v e
（ 当 社 ｸ ﾞ ﾙ ｰ ﾌ ﾟ 製 品 ）

（ ※ ）
負 荷 制 御 ユ ニ ッ ト

日 比 谷 総 合 設 備

日 比 谷 グ ル ー プ

地 方 銀 行 Ｂ の 地 域 顧 客 へ の 省 エ ネ 提 案 と 対 応

連 携 営 業

※電力の使用を自動制御する、当社開発の負荷制御ユニット

▶省エネを目的に2支店へ

ＢＥＭＳ＆Smart-Save導入

▶「見える化」 「優れた自動制御」

により省エネ・節電の効果確認

▶ 地 方 銀 行 Ｂ の 他 支 店 へ

順 次 導 入 拡 大 の 予 定

組込み

（取り組み事例③）



〔基本戦略〕 ＬＣトータルソリューションの実現
▷アライアンスの積極活用

自治体に向け各種リーススキームを提案

13

■ 空 調 機 器 ・ 保 守 業 務
■ 太 陽 光 発 電

・ ﾘ ｰ ｽ ｽ ｷ ｰ ﾑ で 共 同 ア プ ﾛ ｰ ﾁ

当社主導■ 空 調 機 器
■ 照 明 器 具

・ ﾊ ﾞ ﾙ ｸ ﾘ ｰ ｽ （ ※ ） 事 業

※ 複 数 施 設 導 入 の 同 一 設 備 を 纏 め て リ ー ス す る 手 法 。

設 備 の 一 括 購 入 で リ ー ス 料 等 が 軽 減 さ れ る 効 果 が 見 込 ま れ る 。

当社主導リース会社

地元施工会社

機器メーカー

ＮＴＴグループＡ社
（リース・ファイナンス）

NTTグループB社
（設計・各種資材調達）

日比谷総合設備
（施工・全体取り纏め）

当社主導

施設A

施設B

施設C

施設J

地方
自治体A

・
・
・

お客様

公立大学

地方自治体庁舎

お客様

・
・
・

地方
自治体Ｄ

日比谷総合設備
（プロジェクトマネジメント・

集約購買支援）

日比谷通商
（機器販売）

（取り組み事例④）



▷ソリューション営業の深化

〔基本戦略〕 ＬＣトータルソリューションの実現

Ｎ Ｔ Ｔ グ ル ー プ 各 社 へ の Ｌ Ｃ ト ー タ ル ソ リ ュ ー シ ョ ン 提 案
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通 信 施 設 へ の
豊 富 な 施 工 実 績

竣 工 後 の 迅 速 な
ア フ タ ー フ ォ ロ ー

居 抜 き 工 事 等
技 術 の 優 位 性

建 物 ラ イ フ サ イ ク ル

の 把 握

当 社 の 強 み ＬＣトータルソリューション提案

■ 劣化対策ｿﾘｭｰｼｮﾝ提案

■省ｴﾈｿﾘｭｰｼｮﾝ提案

■ 新技術・共同提案

［ 具 体 例 ］

▶3 D ｽ ｷ ｬ ﾅ 活 用 に よ る 各 種 診 断
（Ｐ15ご参照）

▶老 朽 空 調 設 備 の 更 改
▶老 朽 火 報 ｼ ｽ ﾃ ﾑ の 更 改 等

［ 具 体 例 ］

▶ｺ ｰ ｼ ﾞ ｪ ﾈ ﾚ ｰ ｼ ｮ ﾝ （ ※ ② ） 導 入 提 案

▶ V E ・ C D 等 高 付 加 価 値 提 案

▶通 信 機 械 室 用 空 調 機 更 改 等

［ 具 体 例 ］

▶太 陽 光 ﾊ ｲ ﾌ ﾞ ﾘ ｯ ﾄ ﾞ ｼ ｽ ﾃ ﾑ （Ｐ20ご参照）

▶膜 空 調 ｼ ｽ ﾃ ﾑ

▶S m a r t  D A S H （ ※ ③ ）

▶D C 壁 吹 出 し 空 調

▶通 信 基 地 局 用 電 子 遮 断 器 等

※②熱源より電力と熱を生産し供給するシステムの総称 ※③ＮＴＴグループ会社開発の学習機能を持つＤＣ用空調制御ｼｽﾃﾑ

当社が手掛けた工事等を

データベース化

適確なソリューション提案の
実践に向けて

情報ノウハウの共有による
提 案 力 強 化 ！

営業関連資料

・建物データベース
・設備データベース
・打合せ資料 等

各種提案書

・中長期整備提案書

・省エネ提案書

・改修提案書 等

工事施工関連資料

・施工検討資料
・工程表
・工事計画書 等

【ＬＣライブラリー（※①）】

※①当社保有の工事情報等各種知的財産をデータベース化し、
全社部門横断的に共有・活用を可能としたシステム

（取り組み事例⑤）



▷ソリューション技術高度化

〔基本戦略〕 ＬＣトータルソリューションの実現
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先進技術（３Ｄスキャナー）活用による技術の高度化

【メリット】

当社リニューアル技術として最大限活用

スキャナーで現場をスキャン

【活用状況】 （２０１１年～２０１５年上期）

「現場調査支援システム」として活用を開始

【３Ｄスキャナーの活用】
第１ステップ

■現場をスキャン
第2ステップ

■画像データを
点群データへ変換

第３ステップ

■点群データを基に現況図
をＣＡＤ化・3次元モデル化

・現場調査の労力、時間の低減

・現場調査時の安全性の向上

・施工図の精度向上

・短時間でＣＡＤ化・3次元モデル化
工事支援（約40件）

〔ＮＴＴグループ建物・学校・病院・
宿泊施設等〕

維持管理支援（約55件）
〔ＮＴＴグループ建物・歴史的建造

物・ホテル・学校・体育館等〕

主な対応先

ＮＴＴグループ 教育機関 ホテル 工場

現 場 デ ー タ 取 得

対応件数

画 像 デ ー タ を Ｃ Ａ Ｄ 化

（取り組み事例⑥）



人材の育成・高度化

グループ経営一体化

コストパフォーマンス追求、施工の効率化

〔基本戦略〕 「経営基盤の強化」 「安心・安全な経営」

■ 人事・給与制度の統一によるグループ間人事交流促進（23名）

■ システム共有化の推進による管理部門コスト削減（計画65百万）

【優秀事例発表会】

【対話会】

ＣＳＲの充実・コンプライアンスの遵守

■ 購買ホットライン制度の運用による適正取引の推進

■ グループ会社各事業所へのＩＳＭＳ（※）認証拡大推進(２０１５年度中)

１６

■ 成長を促す人事制度の充実、対話会方式研修等の充実（計11回）

■ 女性社員の活躍推進（管理職登用・キャリアパスの充実）

■ 集約購買の拡充・強化（上半期実績56億）、協力会社の拡大を推進

■ 予算管理委員会による原価管理の徹底（発注計画・重点現場抽出強化等）

■ 優秀事例発表会の定期開催（9月開催・7事例）と速やかな水平展開

■ ヒヤリハット事例集のデータベース化による情報共有
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〔 トピックス 〕

2015年6月2日

「2020年に向けた地域活性化」
▷地域活性に向けた「自治体・企業の取り組み」や「低炭素都市づくり」等を紹介

2015年9月29日

「太陽熱・地中熱・廃熱の有効利用」
▷「太陽熱利用冷暖房ｼｽﾃﾑ」や「地中熱利用のﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ技術最新動向」等を紹介

震 災 か ら の 復 興 を 図 る 福 島 県 飯 舘 村 メ ガ ソ ー ラ ー 事 業

■ふるさと再生を目指す飯舘村における社会的にも意義深いプロジェクトへの協力

飯 舘 村 飯舘村メガソーラー

[ 想 定 年 間 発 電 量 ]
23.9Mwh

（一般家庭6,600世帯分）

[ 太 陽 光 パ ネ ル ]
76,626枚設置

[ 事 業 面 積 ]
約31万㎡

ＮＴＴグループＡ社
（ 事 業 者 ）

日比谷総合設備
（ 施 工 ）

[ 村 の 復 興 ]

▶土地の活用・
雇用創出

▶発電収益活用による
営農再開促進

異 業 種 交 流 を 定 期 開 催 ～ Ｈ Ｉ Ｂ Ｉ Ｙ Ａ Ｅ ＆ Ｓ Ｓ Ｅ Ｍ Ｉ Ｎ Ａ Ｒ ～
当社常設展示場「ＨＩＢＩＹＡ Ｅ＆Ｓ ＰＬＡＺＡ」で、2013年より延べ9回開催



参考資料（技術編）



【参考資料】

日比谷グループの技術とサービス

1８

回 収 フ ロ ン の 再 資 源 化

日 比 谷 通 商

フ ロ ン 再 生 処 理 は 破 壊 に 比 べ て
Ｃ Ｏ 2 排 出 量 は １ ２ 分 の １

出典：冷媒回収処理技術（冷媒回収推進・技術ｾﾝﾀｰ出版）

回収フロン再生処理の特徴

◆処理時に発生する
産業廃棄物が少ない

◆フロン再生に要する
エネルギ－が少ない

◆破壊処理に比べて
コストの削減ができる

◆回収フロンの
有効活用ができる

◆処理時のＣＯ２の
排出量が少ない

フロン資源化処理（フロンの再生処理・再利用）

◎冷凍空調機器よりフロンを回収し、再生装置により
フロンガスとして再生・資源化

◎再生フロンは空調機器へ充填用などに再利用

フ
ロ
ン
回
収

冷
凍
空
調
機

整
備
・廃
棄

資源化処理
依頼品 適合品

不適合品
破壊処理

再資源化
受
入
基
準

設 備 ・ 防 火 機 器 等 製 造

有 圧 扇 付 ダ ン パ ー

ニ ッ ケ イ メーカー商 社

▶有圧扇、ダンパー、接続ダクト

の一体型

▶現場の省力化に寄与

ミ ニ バ ル コ ニ ー ユ ニ ッ ト

▶共同住宅のﾊﾞﾙｺﾆｰ用

配管化粧ｶﾊﾞｰ

▶給気ダクト、冷媒管、ﾄﾞﾚﾝ管を

一体化しｺﾝﾊﾟｸﾄに収納

Ｅ Ｃ Ｏ 支 持 金 物

▶空調機用吊り架台

▶従来品より軽量化・

運送コスト面でメリット



【参考資料】

ＨＡ（Hibiya-Active）-ＢＥＭＳ

お客様の導入メリット

HA-BEMSの特長

HA-BEMSのまるごと自動節電

エネルギーの「見える化」

アクティブ（能動的）制御で賢い節電

電力計

空調機器

照明機器

デマンドコントローラー
（電力使用状態）

当社管理サーバ

HA-BEMSはここが凄い！

「見える化」だけでなく
Smart-Saveと連携して
優れた制御機能を発揮

■BEMSとは： Building Energy Management Systemの略

ﾋﾞﾙの電力量・温湿度の測定や効率的な制御管理を図る、

ICTを駆使したｼｽﾃﾑ

■BEMSとは： Building Energy Management Systemの略

ICTを駆使し、ﾋﾞﾙの電力量・温湿度の測定及び空調・

照明機器等の効率的な制御管理を図るｼｽﾃﾑ

■コスト削減

■快適な環境の実現

■“エネルギー見える化”による利用者の意識変革

■Smart-Saveとの連携により

「きめ細やかな制御」を実現

■多様な規模の施設にフィット

■メーカーを問わず幅広い空調設備等を制御

Smart-Save
(負荷制御ﾕﾆｯﾄ)

●電気の使い過ぎを

見張り温度を自動制御

●ｽｹｼﾞｭｰﾙに合わせて

自動でｵﾝｵﾌ

１９



太陽光ハイブリッドシステム
【参考資料】

■ＮＴＴファシリティーズと共同で太陽光ハイブリッドシステム実証実験

【導入メリット】
・ 太陽エネルギー総合変換効率が４０％以上向上
・ 太陽電池の温度上昇による発電損失の低減
・ 電気と給湯の需要に対応
・ 発電・熱取得併用パネルで屋上スペースを有効利用

【主な利用施設】 【太陽光ハイブリッド設置写真】

▲太陽光電池パネルの裏面に
熱取得装置を搭載

▲太陽光ハイブリッドパネルの外観は
太陽光発電パネルと類似

20

環境省『ＣＯ2排出削減強化誘導型技

術開発実証事業』の補助・委託事業を
受託（他2社と共同）

利用施設：都内マンション

導入事例

※平成28年1月末完成予定



■シンプルなのに高性能&多機能 埋め込み式の非接触型ICカードリーダ

【参考資料】

●2個用ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽに取付できるｺﾝﾊﾟｸﾄ設計

●液晶ﾊﾟﾈﾙの裏面にｱﾝﾃﾅを内蔵した電波透過型液晶ﾊﾟﾈﾙを採用

●IS014443 ﾀｲﾌﾟA、ﾀｲﾌﾟＢ、FeliCaの主要ｶｰﾄﾞに対応するﾏﾙﾁｶｰﾄﾞﾘｰﾀﾞ

●音声によるｶﾞｲﾀﾞﾝｽおよびｴﾗｰ通知

●ﾊﾞｯｸﾗｲﾄの3色ｶﾗｰ表示による多彩な表現のﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ方式液品

●ｶｽﾀﾏｲｽﾞで、英語表記・絵文字にも対応

●人感ｾﾝｻｰによる省ｴﾈとｽﾑｰｽﾞな操作性を実現

非 接 触 型 Ｉ Ｃ カ ー ド リ ー ダ の 特 徴

Ｎ Ａ Ｓ Ｃ Ａ 「 ナ ス カ 」 の 魅 力

導 入 規 模 に 合 わ せ た 柔 軟 な シ ス テ ム 構 築 を 実 現

多 彩 な 機 能 の 入 退 室 セ キ ュ リ テ ィ シ ス テ ム を 構 築

各 種 認 証 装 置 ・ エ レ ベ ー タ 停 止 階 制 御 な ど に も 対 応

運 用 方 法 に 合 わ せ た 多 様 な シ ス テ ム 設 定 が 可 能

セキュリティシステム【ＮＡＳＣＡ（ナスカ）】
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【参考資料】

天然ガスコージェネレーションシステム

■温泉水から天然ガスを分離し発電機で使用可能な状態に精製・貯留

■発電機から得られる電気は商用電源に接続されて電力量削減に貢献

■回収された排熱は給湯に用いられ燃料の削減に貢献

ガスコージェネレーションはエネルギー効率が80%を超える高効率なシステム
通常の電力と比較しエネルギーを無駄なく使う地球に優しいシステム

天然ガスコージェネレーションシステムとは？

⇒天然ガスを利用して発電・給湯をするシステム

温泉井戸
発電機

制
御
装
置

制御機器室

発電電力

廃熱回収

２2

天然ガス



時代にまっすぐ、技術にまじめです。

第２四半期 決算説明会

日比谷総合設備株式会社

２０１5年１１月１7日

【ご注意】

本資料には、将来の業績に関する記述が含まれております。こうした記述は将来の業績を保証するものではなくリスクと不確実性を内包するものであります。

将来の業績は、経営環境の変化等に伴い、本資料の予想数値とは異なる可能性があります。


